
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成27年10月５日から国民一人一人に12桁の番号が付与される、いわゆ 

るマイナンバーは、複数の機関に存在する個人の情報が同一人の情報であ 

ることを確認するために活用されるもので、行政を効率化し、国民の利便 

性を高めるために導入される新たな社会基盤であり、平成28年１月からの 

運用開始が予定されています。 

マイナンバーが利用できる範囲は社会保障、税、災害対策の３つの分野 

と定められており、災害対策では被災者生活再建支援金の支給、被災者台 

帳作成事務などにマイナンバーが利用されることが想定されています。 

 

 

 

大和市議会議員  あかみね太一 （３４） 
【プロフィール】昭和 55年 11月 27日生まれ。   【討議資料】 

平成２７年、政党や組織の支援を一切受けずに大和市議会議員選挙に

挑戦し二期目の当選を果たす。古谷田議員、佐藤正紀議員、町田議員

と共に市議会で最も平均年齢が若い会派「明るいみらい大和」結成。 

妻とダウン症の７歳の娘（桜ケ丘小２年）、４歳の長男と２歳の次男

の５人家族。桜ヶ丘在住。防災士としても活動を展開中。 

【発行・連絡先】あかみね太一ｔｅｌ＆ｆａｘ ０４６－２６８－８３３０ 

〒242-0014 大和市上和田 985-4サンヴェール桜ヶ丘 201 

 

 

■被災者保護対策は市町村の義務 

 

 災害対策基本法の一部改正に伴い、罹災証明書の交付に必要な業務の実施体制の整備に平常時から取り組むこと

が市町村の義務として規定され、また市町村長は被災者に対する支援状況を一元的に集約した被災者台帳を作成で

きるものとするほか、台帳の作成に際し、必要な個人情報を利用することができることが明文化されています。 

 被災者保護対策にマイナンバーを活用することで、非常時においても業務の効率化や円滑化、手続の簡素化や遠

隔地からのデータ利用などを迅速に行うことが可能になることから、災害対策の強化に有効であると考えています

が、現在の大和市防災情報システムは、マイナンバーには対応しておらず、新たな被災者支援及び災害対応に重要

と考えられる機能を備えた防災システムの整備を進めなければなりません。 

こうした点を踏まえて、現在の防災情報システムを、マイナンバーを利用し被災者保護対策に活用できる防災情

報システムに刷新する必要があることについて、行政に対して答弁を求めました。 

 

■マイナンバーと災害対策 

 

 

■新システム導入、情報収集へ 

 

 私の質問に市長室長は「マイナンバー制度の導入に伴い、今後はマイナンバーに対応した防災情報システムが開

発されてくるものと考えられる。大規模な災害が発生したときには、被災状況を把握する上でも、マイナンバーを

活用した被災者台帳の作成が有効な手段と考えられることから、本市も新たなシステムの導入に向け、その開発状

況を注視し、情報の収集に努めていきたい」と答弁をいただきました。 

被災者保護対策強化のための防災システム開発及び導入は市民の皆様を守る新たな「備え」となります。 

 



 

出張防災講習を行います！ 

皆様からのご要望にお応えして、防災士の私達が無料で出張

防災講習を行います。少人数でもかまいません。 

機材はこちらで用意いたします。気軽にお問い合わせ下さい。 

あわせて皆様からの様々なご意見をお待ちしております。 

メールアドレス  info@akamine.tv 

ツイッター    ＠ａｋａｍｉｎｅｍｉｎｅ 

電話・Ｆａｘ    046-268-8330 
（恐れ入りますが、不在も多いので、ｆａｘやメールのほうが助かります） 

 

 

 

 
 

「みねスクエア」とは、自由に意見交換を行う少人

数の座談会です。予約や連絡、参加費用は必要あり

ません。お子連れでも大丈夫です。ぜひご気軽にご

参加下さい。 
●第６８回みねスクエア 
１１月２２日(日)１６：００～１７：００ 
場所：桜丘学習センター  １０２和室 
●第６９回みねスクエア 
※１２月の意見交換会は会派で開催します。 
詳細が決まり次第、お知らせいたします。 

●第７０回みねスクエア 
１月２４日(日)１６：００～１７：００ 
場所：桜丘学習センター  ２０２会議室 
※公務や天候により日程が変更になる可能性があります。恐れ入り

ますが参加される際はホームページなどでご確認下さい。 
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先月上旬、豪雨により各地で河川等の氾濫による浸水被害が相次ぎ、茨城県常総市では鬼怒川の堤防が決壊し、

大規模な洪水被害が発生。ヘリコプターによる住民の救助の様子が大きく報道されました。 

私達、会派明るいみらい大和は、所属議員４名全員で被災地の支援活動に入りました。住民が救助される映像が

撮影された地域は最も被害が大きく、地面がえぐられた様子は東日本大震災による津波被害を思い出します。 

町田議員の手配により、浸水被害を受けたこども園の備品の移動、廃棄の作業を行い、その後、住宅の床下に流

れ込んだ泥をかき出す「泥かき」という作業を行いました。６０センチほどの高さしかない床下に潜る泥かき作業

は正直、疲れましたが、住民の方の「ありがとう」の言葉に疲れも吹き飛ぶ思いでした。 
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■鬼怒川氾濫～災害の爪痕 

 

 

ヘリコプターで住民が救助されていた住宅周辺  作業終了後にメンバーと撮影、後ろの公園には大量の廃棄物  床下から出た直後の私 
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